
ＪＹＭＡ総会 ０５年０２月１２日（土） 
横浜県民センター ６０４会議室にて 
 
出席者：戸谷、田代、川崎、影山、伊藝、今津、 
 
定足数の確認。 
委任状５。出席スキッパー（委任状による代理含む）５人。 
計１０人で定足数を満たし、総会は成立する。 
 
１） 昨年度の活動概要と今年度の活動目標 

戸谷会長より説明あり。 
マッチレース界の活況。 
ユースセーラーの育成は、継続してやってきているが、レベルは上がっているが、上下の

格差が大きく、参加数がまだ少ない。 
女子も同様。 
関西ＭＲは盛況。かたや、ＮＳＴのエントリーが少ない。 
大口の協賛がなくなったが、収支はなんとかなっている。 
 
「トップセーラーを脅かし、全体のレベルを底上げしていくよう、裾野の拡大を図らねば

ならない。その一方で、トップセーラーの強化もしなければならない。」 
 
２） 役員選出 

現状の理事に加えて、堀川郁子を新任する。 
承認。 
 
よって、２００５年度のＪＹＭＡ理事会の体制は、 
戸谷会長、一木副会長、長堀、今津、原、影山、川崎、伊藝、堀川 

 
３） イベント日程 

※別紙の「２００５年度ＭＲ予定表」を参照。 
前年度との大きな変化は、全日本マッチの日程を７月にもってきたこと。 
・他のイベントとバッティングしないこと。 
・トップレースとして、連休を使いたい。 
・ニッポンカップの準備期間を設ける。   等が主な理由。 

 
  女子マッチは、艇の大きさも勘案して、西宮開催（大会運営：関西ＭＲ）とする。 



  日程は、７月１０日（日）。これは、関西側の都合による。 
   
  ユース全日本選手権の開催については、関西開催を要請する。 
  Ｙ－２３を競技艇とする方が現実的である。 
  今のところ、関西ＭＲ側の最終ＯＫは取れていないが、 
  全日本選手権にするか否かも含めて検討してもらうことにする。 
 
  今年のクリスマスマッチは、三日間開催とする。 
 
  クリニックについて、「ＮＳＴの練習マッチにイントラを紹介することにする。」 
  ＪＹＭＡとしてマッチレースクリニックは開催しない。 
  
  
  新しいイベントとして、「南伊勢マッチ」と「愛知万博マッチ」。 
  「南伊勢マッチ」と「愛知万博マッチ」について、今津理事より簡単に現状説明有り。 
  「愛知万博マッチ」については、詳細の決めこみはこれから。 
 
 ＜出場枠数と選抜方法＞ 
  スプリングマッチ  ＭＡＸ１０。４月１日現在のランキング上位８選手。会長推薦枠２。 
            本年より、会長推薦枠があるときは、これを必ず行使する。 
   
  全日本マッチ    ＭＡＸ１０。 
            ５月１日現在のランキング上位８選手。 

   ＮＳＴ全日本予選大会（５月２２日実施予定）枠が２つ。 
   
  ※ＮＳＴ全日本予選への出場選手選抜について以下の要請をする。 
   （ランキング上位８選手を除外したランキング上位を選抜する。 

            また、ＪＹＭＡ推薦枠を用意してもらう。） 
            ＝ＪＹＭＡとして、クオリティの高いレースを要請し、協力する。 
           ※全日本マッチの予備日は ７月３０日（土）～３１日（日） 
 
  南波誠メモリアル  関西ＭＲに対して、ＪＹＭＡより以下の要請をする。 
            最大参加枠 １２。 
            ランキングで７～８。 
            関東予選に２。関西予選に２～３。 
            ＝ＪＹＭＡとして、クオリティの高いレースを要請する。 



 
  クリスマスマッチ  裾野拡大の主旨は変わらず。 
            １２選手を集める。 

ランキング４。先着順６。会長推薦枠２。 
 
 ニッポンカップへの推薦 

全日本マッチレース選手権の優勝者 及び 
９月１日現在のランキングトップをＪＹＭＡとして推薦する。 
両者が同じ選手となった場合には、ランキング２位を次点とし 
以降、次候補は、ランキング順とする。 
 
以上について、承認。 
 

４） 会計収支報告（川崎パパより） 
年間一般会計及び各マッチイベントについて、各々の収支状況の説明有り。 
ユースと女子の赤字はいたしかたなし。 
ユースは、開催意義有り。女子も開催意義有りのために赤字発生。 
承認。 

   
  詳細を修正した上で、各スキッパー会員に配布する。 
  予算案については、総会議事からはずす。＝収支報告のみ。 
 
５） 関西の活動について 

関西ＭＲの活動も含むイベントスケジュール表を配布。 
 
６） ユースセーラーの発掘、育成 

学生の取り込み、一般セーラーの取り込みを会員全員に対して要請していく。 
  現役学生が学連で終わらず、マッチレース界に入ってくることを期待する。 
 
７） トップセーラーの強化 

影山強化委員。 
  「ニッポンカップで負けて悔しい」が、ＪＹＭＡ発足の際の思いだったが、 
  相変わらず、状況には変化がない。 
  「当初の主旨に沿って、プロジェクトを立ち上げます。」（影山） 
 
８）スキッパーランキング 



  影山理事より。 
  ランキングのイベントグレード係数を上手に運用していく。 
  ＪＹＭＡが直接手をくださないマッチについてもポイントを付与する。 
  練習レースにもポイント付与して、マッチの格付けをする。 
  但し、関西ＭＲのようにポイントが主旨にそぐわないイベントはその限りではない。 
  ※グレード係数については、別紙の「２００５年度ＭＲ予定表」を参照。 
 
９） クルーランキング 

今津理事より。 
主な改正点は、以下の２点。 
今年より、イベントグレード係数を勘案し、ポイントに掛け合わせる。 
グレード係数１．０以上のレースを算入することとする。 
それ以外は、今までと同様。ポイント対象となるすべての数字を足しあげ 
総計ポイントの高い順にランキングを付けていく。 
 
承認。 

 
１０）会員期間 
  川崎理事より。 

暦年として、今年度会員資格は１２月末とする。 
   

承認。 
 

※特に「承認」の記載のないものも含め、上記内容はすべて総会にて承認されたものとする。 
以上。 

 


